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 今年は雪があまり降らず、いいなぁと思っていましたが、やはり降りましたね。関東のほうでも積雪があり、一気
に来たという感じです。雪道の運転・歩行には十分お気をつけください。 
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あとがき  長井では、１００人が続けてけん玉の大皿にのせる競技でギネスに挑戦しています。過去２回
挑戦しましたが、もう少しのところでダメでした。３回目の挑戦が、２月１４日にあるそうです。プレッ
シャーに打ち勝ち成功されることを祈っています。 

毎日の生活習慣は、こころの健康にも大切
です（ストレスと上手につきあうには、まず毎日の生
活習慣を整えることが大切です。） 
 
●適度な運動 

  生活の中に、運動は習慣化されていますか？

気持ちよいと思える運動を、１日の中に５分でも、１

週間に１回でもスケジュールに入れてリフレッシュ

しましょう。 
 
●食事は内容と食べ方 
  栄養バランスだけでなく、食習慣（早食い、なが
ら食べ、夜遅い食事等）の改善をはかり、楽しい食
事時間を過ごしましょう。 

 
●良質な睡眠のために 
  夕食後のカフェイン、寝る前のメール等は控え
ましょう。午後３時までの短い昼寝（１５～２０分程
度）はリフレッシュ効果がありますが、それ以降や
それ以上の昼寝は逆効果になる場合があります。 

   
   ４年目の復興支援酒「甦る」が鈴木酒蔵 
  店長井蔵さんによって瓶詰めされ飯豊 
  町の雪室にねかされて、３月１１日の出 
  荷を待っています。 

 

避難者の方々と長井市民が協働で育てた【さわの

はな】を原料米にした純米吟醸酒「甦る」の仕込み

が昨年11月、鈴木酒蔵店長井蔵さんで行われました。

12月に搾りを行い即瓶詰めされ、現在は飯豊町の

雪室で3月11日の出荷を待っているそうです。 

 

「甦る」は、レインボープラン市民農場さん、福

幸ファームさん、鈴木酒蔵店長井蔵さんが協力し合

い、避難者の方々と市民が協働で育てた「さわのは

な」を原料米にした純米吟醸酒で、「思いやりと心

意気は無限」をテーマにした復興支援酒です。また、

「甦る」の売上金の一部は被災地支援活動をしてい

る地元長井市の【葉っぱ塾】に支援募金として贈ら

れています。 
 

 さて、「甦る」の試飲会が出荷前の3月5日(土)、

鈴木酒蔵店長井蔵さん主催で行われる事が決まった

そうです。詳しくは後日改めて案内いたしますが、

みなさんと長井市民との新たな交流の場として参加

してもらえたらと思います。 

          けん玉ペインティング交流会を行ないました 
 
 １月２８日（木）、タス２階のプレルームにて「けん玉ペインティング」交流会を行ないました。 

  中には見本として、過去の入賞作品や小・中学生が作ったけん玉が飾られていて、どれも上手で感嘆の

声が上がりました。また、これからの自分の作品に役立てようと真剣にみて 

いる姿もありました。 

 講師は、物産館（地場産センター）の職員の方にしていただきました。けん 

玉は玉の部分は桜の木、持ち手の部分はブナの木で出来ているとのことです。 

アクリル絵の具でペインティングし、乾かして最後にニスを塗って出来上がり 

です。アクリル絵の具の為「乾いたらその上から何度でも絵を描くことが出 

来るので、初めに全体を塗ってから細かい絵を描くのがいい。」とアドバイス 

がありました。 
 みなさん、話をしながら描いていましたが、だんだん集中していき静かな時 
間の中、作業が進んでいきました。完成した作品を見ると似たような絵柄はな 
く、みなさんの個性が光ったけん玉になりました。 
 その後、９階の井井殿（せいせいでん）で昼食会をしました。この日は天気 
が良くて、店の中の大きなガラス窓から見える西山（葉山連山）の風景に「き 
れい！すごい！まるで絵のようだ！」などと話していました。 
 帰る際に、「貴重な体験が出来てよかった。」など感想が聞けてうれしく思いました。 


